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【参考文献】 「なぜなぜ分析 徹底活用術」 著者：小倉　仁志　（JIPMソリューション） (1/7)

【参考文献】 「なぜなぜ分析習得の７ステップ　真の原因をつかめ！」 著者：小松　正　（JIPMソリューション） 　

なぜなぜ分析とは → 不具合現象を発生させている要因要因要因要因をををを、規則的規則的規則的規則的にににに順序良順序良順序良順序良くくくく漏漏漏漏れなくれなくれなくれなく出出出出しししし切切切切るるるるための分析方法。

（本来あるべき姿との違いに着眼し、それがなぜ起きたのかを追求していく。）

なぜなぜを繰り返して行き、最後最後最後最後のののの原因原因原因原因はははは確実確実確実確実でででで効率的効率的効率的効率的なななな歯止歯止歯止歯止めがかけられるめがかけられるめがかけられるめがかけられる要因要因要因要因でなければならないでなければならないでなければならないでなければならない。。。。

特性要因図 → 全ての要因を網羅するのではなく、分析に参加した人の一方的な意見により、経験から寄与率を決めて原因を特定してしまう。

原因を特定してしまう。目星をつける意味合いでしようするのなら良いが、要因を漏れなく分析することができない。

連関図 → いろいろな要因の関連付けて系統的な原因を絞り込むのには良いが、原因を深く追求して再発防止策が打てるところまでの

分析ができない。

両者共に数人が集まって問題点を見える化し、手っ取り早く改善の方向性をきめるのには良い方法であるが、

物事の本質を理屈だって解明していくのには不向きである。

目的 → 原理原理原理原理、、、、原則原則原則原則、、、、理屈立理屈立理屈立理屈立てててててててて原因原因原因原因をををを追究追究追究追究しししし、、、、対策対策対策対策のののの打打打打てるてるてるてる要因要因要因要因をををを漏漏漏漏れなくれなくれなくれなく挙挙挙挙げげげげ切切切切るるるる。。。。

（要因の発生確率、リスク評価は原因究明後に検討する。それを同時にやるとFTA解析と似てくる。）

参） 他の解析手法との比較  「なぜなぜ分析習得の７ステップ　真の原因をつかめ！」 p13より抜粋

１１１１．．．． 準備段階準備段階準備段階準備段階

まずまずまずまず事実事実事実事実をををを整理整理整理整理しししし、、、、問題問題問題問題のののの中身中身中身中身をををを調査調査調査調査してしてしてして具体的具体的具体的具体的につかむことがにつかむことがにつかむことがにつかむことが重要重要重要重要。（。（。（。（4444MMMM、、、、5555WWWW1111HHHHをををを明確明確明確明確にしてにしてにしてにして、、、、現状現状現状現状をををを把握把握把握把握するするするする。）。）。）。）

1) パターンが有る場合は、しっかり層別し系統だてること。（4M、5W1H）

2) 具体的な題材でないと議論が分散して訳が分からなくなる。（問題点の主語は一つであること。）

3) 問題となっている部分の仕組み（構造）や、役割（機能）をしっかり理解しておく。（詳しい人がいないとダメ）

4) 部分スケッチを描くなどして、構造を分かりやすくしておくこと。（また、現物はあったほうがよい。）

5) 分析するに当たり、構造図、スケッチ図、フローチャート、ＱＣ工程図などがあった方がよい。

当資料の内容、画像の無断転載、転用については固くお断りします。
Copyright (C) 2009 Mottai-Navi All Rights Reserved.

なぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜ分析分析分析分析とはとはとはとは
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２２２２．．．． アプローチアプローチアプローチアプローチのやりのやりのやりのやり方方方方（（（（大大大大きくきくきくきく分分分分けてけてけてけて２２２２種類種類種類種類があるがあるがあるがある。）。）。）。）

１１１１）））） あるべきあるべきあるべきあるべき姿姿姿姿からのからのからのからのアプローチアプローチアプローチアプローチ

上手く何かをやるための形、フォーム、条件をまず頭に浮かべてから、現状と照らし合わせて（調査してから）原因を探っていくやり方。
現象現象現象現象がががが比較的分比較的分比較的分比較的分かりかりかりかり易易易易くくくく、、、、原因原因原因原因がががが単一的単一的単一的単一的であるとであるとであるとであると思思思思われるわれるわれるわれる場合場合場合場合にににに適適適適しているしているしているしている。。。。

現象 調査項目 判定 なぜ① なぜ② なぜ③ なぜ④ 判定 対策

－
ボルトの頭が潰
れていないか

ＯＫＯＫＯＫＯＫ →→→→
コストダウン
のため変更し
た

→→→→

→→→→

－
ボルトと板は錆
びていないか

ＮＧＮＧＮＧＮＧ →→→→

→→→→ 使用環境の
調査が不十
分

→→→→
ＤＲ時の検討
不足

ＮＧＮＧＮＧＮＧ
ＤＲチェックリスト
に使用環境の調
査を追加

→→→→

－
ボルトと板が接
着されていない
か

ＯＫＯＫＯＫＯＫ →→→→
冷却棟の近く
に設置されて
いる

→→→→
設置環境に対
する材質選定
ミス

ＮＧＮＧＮＧＮＧ
設置環境毎の材
質選定マニュアル
の配布と教育

－
スパナは正規の
サイズか

ＯＫＯＫＯＫＯＫ

－ トルクは十分か ＯＫＯＫＯＫＯＫ

注）分析実施例については、分かり易くするために誇張されたり、実際には実現できないものを含んでいます。

当資料の内容、画像の無断転載、転用については固くお断りします。
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ボルトと板は
錆びている

常に水の飛
沫がかかって
いる

両方ともス
チール

ＯＫＯＫＯＫＯＫ（ただし、対策欄にある項目が
　　　不十分だった。）

ボルトが回らない

補足：現場での保
守時にボルトを回
そうとしたが回らな
かった。
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２２２２）））） 原理原則原理原則原理原則原理原則からのからのからのからのアプローチアプローチアプローチアプローチ

「なぜ」の問いに対して、現象そのものにとらわれず、現象の原理原則を考える。（物理現象で捉える。）

周りの状況と過去の経験から物事を考えてしまうと、「なぜ」ので出しで本質を見失うことがあるので注意すること。

例えば、木箱が壊れて金魚鉢が落ちて、金魚が死んでしまったので悲しくて泣いている。

あるいは、木箱を作っている時、金づちで手を打って痛くて泣いている。その勢いで側に置いた金魚鉢を倒してしまった。

などと推測してしまうと、その後が出てこない。

現象現象現象現象のののの発生発生発生発生メカニズムメカニズムメカニズムメカニズムがががが比較的分比較的分比較的分比較的分かりにくくかりにくくかりにくくかりにくく、、、、原因原因原因原因がががが複数複数複数複数ありそうなありそうなありそうなありそうな場合場合場合場合にににに適適適適しているしているしているしている。（。（。（。（再発再発再発再発しているしているしているしている不具合不具合不具合不具合などなどなどなど））））

現象 なぜ① なぜ② なぜ③ なぜ④ なぜ⑤ 判定 対策

→→→→ 痛かった 転んだ →→→→
よそ見をして
いた

→→→→ 　　　ＯＫ　　　ＯＫ　　　ＯＫ　　　ＯＫ

手を打った →→→→
よそ見をして
いた

→→→→ 　　　ＯＫ　　　ＯＫ　　　ＯＫ　　　ＯＫ

→→→→
悲しかった

金魚が死ん
だ

→→→→
金魚鉢が落
ちた

→→→→
木箱が壊れ
た

→→→→
金魚鉢が重
かった

ＮＧＮＧＮＧＮＧ
子供には樹脂製
の軽くて割れない
ものを与える

→→→→ 木箱が弱かっ
た

ＮＧＮＧＮＧＮＧ
大人が作り方を指
導する

→→→→
驚いた

大きな音がし
た

→→→→
木箱が壊れ
た

→→→→
金魚が暴れ
た

→→→→

→→→→ 金魚鉢が重
かった

→→→→ ＮＧＮＧＮＧＮＧ

→→→→ 木箱が弱かっ
た

→→→→ ＮＧＮＧＮＧＮＧ
大人が作り方を指
導する

注）分析実施例については、分かり易くするために誇張されたり、実際には実現できないものを含んでいます。

当資料の内容、画像の無断転載、転用については固くお断りします。
Copyright (C) 2009 Mottai-Navi All Rights Reserved.

→→→→
ＯＫＯＫＯＫＯＫ（防止は不可能だが、刺激しないよう
　　　にカバーを被せておくことは可能）

（子供はよそ見するものであり、
　注意しても無駄）

子供には樹脂製
の軽くて割れない
ものを与える

子供が泣いている

補足：泣いている子
供の近くに、作りか
けた木箱と金づち
が落ちている。また
金魚鉢が割れてい
て、地面に水と死
んだ金魚が見えて
いる。

→→→→

→→→→

→→→→
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３３３３）））） 「「「「ボルトボルトボルトボルトがががが回回回回らないらないらないらない」」」」のののの事象事象事象事象をををを、「、「、「、「原理原則原理原則原理原則原理原則からのからのからのからのアプローチアプローチアプローチアプローチ」」」」でででで分析分析分析分析するとするとするとすると。（。（。（。（両者両者両者両者のののの違違違違いをいをいをいを見見見見てくださいてくださいてくださいてください。）。）。）。）

現象 なぜ① なぜ② なぜ③ なぜ④ なぜ⑤ 判定 対策

→→→→ →→→→ →→→→
スパナのサイ
ズがボルトの
頭より大きい

→→→→
工具の選定を
間違った

ＮＧＮＧＮＧＮＧ
作業場にボルトと
スパナの対応表を
掲示する

→→→→

→→→→
腕力が足りな
い

→→→→ 　ＮＧ　ＮＧ　ＮＧ　ＮＧ

適切な工具の選
定、エアー工具の
使用等で、適正ト
ルクで回す

→→→→ →→→→
塗料で覆われ
ている

→→→→

→→→→ ボルトと板が
錆びている

→→→→ ＮＧＮＧＮＧＮＧ 防錆処理を施す

→→→→
→→→→

ボルトが曲
がっている

→→→→ ＮＧＮＧＮＧＮＧ
ボルト径UP又は、
ボルトへの荷重を
最適化する

→→→→
ボルトが斜め
に入っている

→→→→ ＮＧＮＧＮＧＮＧ
仮止めしてから本
締めするよう指導
教育する

注）分析実施例については、分かり易くするために誇張されたり、実際には実現できないものを含んでいます。

１）の「あるべき姿からのアプローチ」に比べ、より多くの要因が挙がっている。

ただし、「原理原則からのアプローチ」はある程度の慣れ（訓練）が必要なため、最初は「あるべき姿からのアプローチ」

で分析し、慣れてきたら難しそうなものに対しても「原理原則からのアプローチ」で分析するとよい。

当資料の内容、画像の無断転載、転用については固くお断りします。
Copyright (C) 2009 Mottai-Navi All Rights Reserved.

ＮＧＮＧＮＧＮＧ
ボルトの頭が
丸くつぶれて
いる

→→→→
磨耗したスパ
ナで締め付け
た

ボルトとスパ
ナの接触面
積が小さい

仮止めしない
でエアー工具
で締め付けた

→→→→

ボルトが回らない

ＯＫＯＫＯＫＯＫ（防錆処理としてボルトへの塗料の塗布
は避けられない。回す時に塗料をはく離する
ものとする。）

工具の点検システ
ムを構築する

ボルトと板が
くっついてい
る

ボルトにかかる
トルクよりボルト
と板との間の抵
抗が大きい

ボルトがめね
じ部分にくい
込んでいる

ボルトにかか
るトルクが小
さすぎる

スパナにかか
る力（トルク）
が小さい

　補足：現場での保守時に
ボルトを回そうとしたが回
らなかった。

→→→→

ボルトと板と
の間の抵抗
が大きすぎる

→→→→
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３３３３．．．． なぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜ分析分析分析分析のののの留意点留意点留意点留意点はははは次次次次のののの３３３３点点点点ですですですです。 。 。 。 

・・・・問題点問題点問題点問題点をををを整理整理整理整理しししし、、、、事実事実事実事実にににに基基基基づいてづいてづいてづいて分析分析分析分析するするするする。。。。←←←←現象現象現象現象をををを正確正確正確正確にににに把握把握把握把握することがすることがすることがすることが重要重要重要重要！！！！

・・・・複眼複眼複眼複眼でででで分析分析分析分析するするするする（（（（関係者関係者関係者関係者がががが参加参加参加参加するするするする。）。）。）。）←←←←個人個人個人個人のののの思思思思いいいい込込込込みやみやみやみや推測推測推測推測だけでだけでだけでだけで決決決決めめめめ付付付付けてしまわないけてしまわないけてしまわないけてしまわない事事事事！！！！

・・・・原因分析原因分析原因分析原因分析でででで外部環境外部環境外部環境外部環境やややや自分達以外自分達以外自分達以外自分達以外のことへのことへのことへのことへ「「「「責任転嫁責任転嫁責任転嫁責任転嫁」」」」しないしないしないしない。。。。←←←←まずはまずはまずはまずは、、、、外部環境外部環境外部環境外部環境にににに影響影響影響影響されないされないされないされない仕事仕事仕事仕事のののの仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを考考考考えるべきえるべきえるべきえるべき！！！！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただしただしただしただし、、、、本当本当本当本当にににに外部環境外部環境外部環境外部環境がががが真真真真のののの原因原因原因原因ならならならなら、、、、それをそれをそれをそれを改善改善改善改善するするするする。 。 。 。 

４４４４．．．． なぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜ分析分析分析分析のののの７７７７つのつのつのつのポイント ポイント ポイント ポイント 

①①①① 「現象」や｢なぜ｣のところに書く文章は、短く簡素に「○○が○○した」という形にする。（（（（主語主語主語主語はひとつはひとつはひとつはひとつ））））

②②②② なぜなぜ分析を終了した後で、必ず最後の「なぜ」の部分から「現象」まで遡る形で読んでいくことにより、

理論的に正しいか確認する。末端から「○○した、（（（（だだだだ））））からからからから○○」というように、逆から遡るように読んでいく。

子供が泣いている←からからからから←悲しかった←だからだからだからだから←金魚が死んだ←からからからから←金魚鉢が落ちた←からからからから←木箱が壊れた←だからだからだからだから←金魚鉢が重かった

「（「（「（「（だだだだ））））からからからから」」」」をををを接続詞接続詞接続詞接続詞にしてにしてにしてにして、、、、遡遡遡遡ったときにったときにったときにったときにスジスジスジスジがががが通通通通っていればっていればっていればっていればＯＫ。ＯＫ。ＯＫ。ＯＫ。理屈理屈理屈理屈どおりでなかったらどおりでなかったらどおりでなかったらどおりでなかったら要因要因要因要因にににに抜抜抜抜けがあるけがあるけがあるけがある。。。。

③③③③ その前の事象に対して、要因が完全に挙げられているかどうかということを、その逆（その要因が発生しなければ、

その前に書かれている事象は発生しないか）を考えてチェックする。

④④④④ 再発防止策につながるような要因が出てくるところまで「なぜ」を続ける。

⑤⑤⑤⑤ 正常からズレている（異常）と思われることだけを書く。

「なぜ」の欄に「装置がフル稼働している」などの異常ではない状態を書くと、対策が「受注を制限する」というような

変な方向に行ってしまう。

⑥⑥⑥⑥ 人間人間人間人間のののの心理面心理面心理面心理面へのへのへのへの原因追求原因追求原因追求原因追求はははは避避避避けるけるけるける。。。。（ボーッとしていた、疲れていた、といった事柄）

心理面への追求は避け、再発防止策がしっかり打てる設備面や管理のしくみに対して、「なぜ」のほこさきを向ける。

（ボーッとしていても異常に気付ける、発見できる仕組みを考える。）

⑦⑦⑦⑦ 文中に「～が悪悪悪悪いいいい」という言葉は使わない。「材料が悪い」ではなく具体的に、「材料の耐熱温度が低かった」などとする。

５５５５．．．． 対策案対策案対策案対策案のののの評価評価評価評価とととと実施実施実施実施についてについてについてについて

評価評価評価評価（（（（OKOKOKOK／／／／NGNGNGNG））））はははは、、、、現場現場現場現場・・・・現物現物現物現物でしっかりでしっかりでしっかりでしっかり検証検証検証検証してしてしてして決定決定決定決定するするするする。。。。なぜなぜ分析で得られた対策は効果、リスク、費用などを評価した上で、

優先順位を決め、計画書を作成して確実に実行する。

また、発生した事象に対する恒久対策だけでなく、類似品への展開や上位のシステムや仕組みに原因がないか、視野を広げて考える

ことも重要である。なぜなぜ分析シートは、過去トラ情報として活用するなど有効活用する。

当資料の内容、画像の無断転載、転用については固くお断りします。

Copyright (C) 2009 Mottai-Navi All Rights Reserved.
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付記付記付記付記．．．．なぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜ分析分析分析分析のののの７７７７つのつのつのつのポイントポイントポイントポイントのののの補足補足補足補足（（（（⑤⑤⑤⑤とととと⑥⑥⑥⑥のののの例例例例））））

⑤変な「なぜ」の例

なぜ② なぜ③ なぜ④

→→→→ →→→→
装置がフル動
している →→→→ 生産量が多い →→→→ 注文が増えた

STOPSTOPSTOPSTOP ※これを原因としてしまうと、会社・工場は成り立たなくなってしまう。

なぜ②以降でダストの発生源を追求し、以下のような対策につなげる。

なぜ② なぜ③ 判定 対策

Ａ装置の部品
Ｂからダストが
出でいる

→→→→
部品Ｂが密閉
構造になって
いない

→→→→ ＮＧＮＧＮＧＮＧ
その部分を密閉
するか、ダスト
を吸引する

→→→→ 部品Ｂの材質
がダストを出し
やすい

→→→→ ＮＧＮＧＮＧＮＧ

ダスト発生の源
となっている部
品の材質を変え
る

⑥分析の方向は心理面に向かないように！

なぜ② なぜ③

悪い例 →→→→ →→→→
気をつけて前
を見ていなかっ
た

→→→→
足元を見なが
らボーッとして
いた

→→→→

STOPSTOPSTOPSTOP

良い例 →→→→ →→→→
角に保護材が
貼られていな
かった

→→→→

　　　　注）STOPSTOPSTOPSTOPした要因は、そこで一旦止めておく。（むやみに進めると時間を浪費する。）

　　　　　　自部門の要因を分析した後で、やっぱり外部環境にも原因があったり、教育や仕組みの改善が必要となった時、それをトップ事象にして分析する場合がある。

当資料の内容、画像の無断転載、転用については固くお断りします。
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クリーンルーム内の
ダスト量が規定量を
上回っている

現象

Ａ装置がダストを発生さ
せている

なぜ①

現象

天井が低くなっているとこ
ろの角に頭をぶつけた

天井が低くなっているとこ
ろの角に頭をぶつけた

歩くときは必ず前を
見て、ボーッとしない
ようにする

角に保護材を貼る

なぜ① 対策

作業者が
頭をケガ
した

作業者が
頭をケガ
した
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　　【　　【　　【　　【参考文献参考文献参考文献参考文献のののの紹介紹介紹介紹介】】】】 以下の２冊を読めば、「なぜなぜ分析」の入門としては十分ではないでしょうか。（管理人）

１１１１．．．． 「「「「なぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜ分析分析分析分析　　　　徹底活用術徹底活用術徹底活用術徹底活用術」　」　」　」　

内容（「BOOK」データベースより）

素朴な疑問「なぜ?」、モノゴトをつきつめて考えたり、本質を見極めるその第1歩が「なぜ?」なのです。

ただ、「なぜ?」が浮かんできても、経験やカンで安易に処理してしまっては、その根源を正しく掘り下げる

ことはできません。

本書では、「割り箸がまっすぐに割れないのはなぜ?」といった日常から「吐出配管が振れるのはなぜ?」

という仕事がらみの「なぜ?」まで、全部で92個の「なぜ?」が並んでいます。 

著者：小倉　仁志

出版社：JIPMソリューション

定価：２０００円（税別）

管理人のコメント： 「なぜなぜ分析」を初めて読む人の入門書として最適な本だと思います。

（分かりやすく、事例も多い。）

２２２２．．．． 「「「「なぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜ分析習得分析習得分析習得分析習得のののの７７７７ステップステップステップステップ　　　　真真真真のののの原因原因原因原因をつかめをつかめをつかめをつかめ！」　！」　！」　！」　

内容（「BOOK」データベースより）

問題解決手法の代表である「なぜなぜ分析」本来の目的とは、仕事の「あるべき姿」とのズレを見つけること。

しかし、結果を急ぐあまりの思いつきや、論理に飛躍がある分析も多い。

本書では、現場・現物・現象で徹底的に観察し、原理・原則によって問題発生のしくみを理屈付けしながら解いていく。

体系的に、誰でも、いつでも、簡単にできる「なぜなぜ分析」の入門書。 

著者：小松　正

出版社：JIPMソリューション

定価：２０００円（税別）

管理人のコメント： 「なぜなぜ分析　徹底活用術」よりは少しだけレベルの高い本、２冊目に読めば最適です。

　【　【　【　【おおおお願願願願いいいい】】】】 ご購入は、Mottai-Navi 「お買物処」のページから、AmazonAmazonAmazonAmazon をご利用下さい。

当資料の内容、画像の無断転載、転用については固くお断りします。
Copyright (C) 2009 Mottai-Navi All Rights Reserved.


